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単細胞緑藻類のＣ/z/αmydo,"o'０ａｓ花j"/zαﾉｮc/riノでは雌雄の配偶子の接合で接合子

を形成する。この接合子は暗下一週問置で成熟し、その後光下に移すと約一日

で四分子を形成する。しかし接合後間もなく厚く黒色の胞子壁を形成し始める

が故、生細胞内部の観察は困難であった。今回、接合子の成熟、及び減数分裂

による四分子形成過程におけるミトコンドリアの形態をDioC6による蛍光染色

をして観察する事に成功した。接合子の成熟開始後、ミトコンドリアは網目状

から徐々に粒状に変化し、－週間ですべて粒状になった。その後、減数分裂を

起こさせる為に成熟接合子に光照射をするとミトコンドリアの形態の変化が起

こる。今回は光照射直後から四分子形成までの減数分裂過程でのミトコンドリ

アを７つの形態に分類した。光照射直後、粒状だったミトコンドリア（typeｌ）

は徐々にお互いが繋がっていき（type２)、６時間程で接合子全体に糸状のミト

コンドリアが分布した（type３)。次に細胞核のある半球に集合した（type４)後、

表面上を反対の半球側に放射状に伸長した（type５)。そして細胞分裂に伴い、

等しく２つ（type６)、４つ（type７）の娘細胞に別れた。また光照射直後の接合

胞子をチュブリン及びアクチン重合阻害剤(それぞれdemecoIcin及びcytochaIasin

B)で処理し、ミトコンドリアの形態を調べた。チュブリン重合阻害時にはｔｙｐｅ

4,5の形態が見られなかったが、アクチン重合阻害の影響は見られなかった。こ

の結果はミトコンドリアの細胞核周辺への局在と、その後の分布に微小管が関

与している可能性を示している。合わせてミトコンドリアの呼吸活』性について

も調べ、形態と活性について議論をする。


